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だいがく

大学
きょうじゅ

教 授 
�

ジェラルド・
�

カーティス

いま� � � � � �� � � � � �

今ニューヨークで
に ほ ん

日本について
よ ろ ん

世論
ちょうさ

調査を
おこな� �

行 い、
ゆうめい

有名な
に ほ ん じ ん

日本人の
な ま え

名前を
あ � �

挙げてくれ、と
しつもん

質問すれば、
こた� �

答え

は
き � � �

決まっている。
�

ジュンイチロウ・
�

コイズミではない。その
な ま え

名前はヤンキースの
きょうだしゃ

強打者
�

ヒデキ・
�

マツイ

であろう。たとえ、
さいしゅう

最 終
じ あ い

試合が
む あ ん だ

無安打に
お � �

終わり、
�

ワールドシリーズに
やぶ� �

敗れ、
�

マーリンズが
ゆうしょう

優 勝したに

せよ、
ま つ い

松井の
だい� � � � � �

大リーグ
�

1
ね ん め

年目はすばらしい。
�

ワールドシリーズ
だいさんせん

第三戦で、
ま つ い

松井は
はちかい

八回に
はな� �

放ち、
�

ヤンキース

を
すく� �

救い、
�

ギュラーシーズンでも
おお� �

多くの
し あ い

試合で
かがや

輝いた。

こ と し

今年の
�

ールドシリーズは
おもしろ� � � �

面白くて、
ひさ� � � � � �

久しぶりに
やきゅう

野球に
むちゅう

夢中になった。
ま つ い

松井の
�

ヤンキースの
�

ユニホーム

すがた

姿や
こん� � � � � � � � �

今シーズンの
ふ � � ま� �

振る舞いは、
やきゅう

野球に
かぎ� � � �

限らず、
に ほ ん

日本
しゃかい

社会や、
に ほ ん じ ん

日本人と
べいこくじん

米国人がどのように
えいきょう

影 響
� � あ � �

し合う

かについて、
じゅうよう

重 要なことを
し め � � �

示している。
さいきん

最近の
に ほ ん

日本についての
じょうほう

情 報がほとんど
ひ か ん て き

悲観的であり、
こくさい

国際
じょうせい

情 勢

が
こうりょう

荒 涼としている
とき

時、
ま つ い

松井が
ていきょう

提 供してくれる
あ か � � �

明るい
わ だ い

話題を
か �

書くのは
じつ

実に
たの� � � �

楽しい。

どの
じ だ い

時代よりも、
いま

今ほど、
に ほ ん じ ん

日本人は
こうどう

行動
ようしき

様式で
� � �� � � � てき

アメリカ的になるべきだという
はなし

話を
き �

聞くことはない。

だが、
� � �� � � � てき

アメリカ的になることが
なに

何を
い み

意味するか、
わたし

私にはよくわからない。どうも
� � � � � � て き

アメリカ的
�

イコール

こ じ ん

個人
し ゅ ぎ

主義のようで、
こ じ ん

個人
し ゅ ぎ

主義というのは
じ ぶ ん

自分の
い � � �

言いたいことを
い �

言い、やりたいことをやり、
ほか

他の
ひと

人の

ことを
かんが� � � �

考えず、
じ ぶ ん

自分の
り え き

利益ばかり
ついきゅう

追 求すると
おも� � � � �

思われているようだ。
ときどき

時々、
に ほ ん ご

日本語で
はな� � � �

話している
とき

時は
ていねい

丁寧

で
れ い ぎ

礼儀
た だ � � �

正しいが、
え い ご

英語で
はな� �

話すとなると、このような「
こ じ ん

個人
し ゅ ぎ

主義」を
だ � �

出そうとする
ひと

人がいる。それは
こ じ ん

個人

し ゅ ぎ

主義を
そんちょう

尊 重する
べいこくじん

米国人とうまくやるには、「がさつ」でなければならないと
い � �

言っているかのようだ。

べいこくじん

米国人としてはすごく
い わ か ん

違和感がある。



そこで
べいこく

米国での
ま つ い

松井の
た い ど

態度は
じつ

実に
り っ ぱ

立派だ。
とうきょう

東 京で
かつやく

活躍していた
とき

時と
お な �

同じように、
�

ニューヨークでも
かなら�

必ず

れ い ぎ

礼儀
た だ � � �

正しく、
けんきょ

謙虚で、チームのためにプレーしている。
べいこくじん

米国人の
お お �

多くは
ま つ い

松井のこの
しず� �

静かな
い げ ん

威厳を
ひょうか

評価

している。
じ ぶ ん

自分に
じ し ん

自信を
も � �

持って、
し ご と

仕事ができるなら
え ら � � �

偉ぶる
ひつよう

必要はないというのは、
がんらい

元来、
べいこくじん

米国人の
か ち か ん

価値観

に
が っ ち

合致する。
ごうまん

傲慢な
ひと

人も
お お い

多いが「
こ と ば

言葉より
こうどう

行動で
しめ� �

示すべきだ」という
かくげん

格言があるように、
せいこうしゃ

成功者であ

ることを
み � � � � � �

見せびらかさず、チームプレーの
たいせつ� �

大切さも
り か い

理解している
べいこくじん

米国人も
おお� �

多い。

�

ーヨークでの
ま つ い

松井の
に ん き

人気を
かんが� � � �

考えると、
にちべい

日米の
ぶ ん か

文化の
さ い

差異は
お お � � �

大きいにせよ、
ふ た �

二つの
しゃかい

社会を
ひ� �はな� �

引き離す

より、
ひ � � よ � � �

引き寄せる
き ほ ん て き

基本的な
か ち か ん

価値観がある、ということをわれわれに
お も � だ � � � � �

思い出させる。

すうかげつまえ

数ヶ月前、
に ほ ん

日本から
�

ニューヨークに
もど� �

戻る
ちょくぜん

直 前、
ざいむしょう

財務省で
はたら� � �

働いている
ゆうじん

友人と
しょくじ

食事した。
かれ

彼は
せいこうしゃ

成功者とし

ての
けいれき

経歴を
も �

持ち、
いま

今も
じゅうよう

重 要な
しょく

職にある。ところが
しょくじちゅう

食事中、
とつぜん

突然
かな� � � � �

悲しそうな
かお

顔を
あ �

上げ、「
� �す こ �

もう少し

わか�� � � � � �

若かったら、この
しょく

職を
や �

辞め、
べつ

別のことに
ちょうせん

挑 戦したい。
い ち ど

一度でいいから
ま つ い

松井のように
だい� � � � �

大リーグで
�

プレー

してみたい」と
い � �

言った。しばしば、
わたし

私はこの
こ と ば

言葉について
お も � め ぐ � � � �

思い巡らせる。「
ま つ い

松井のようになりたい」

という
わ か �

若い
に ほ ん じ ん

日本人に
あ

会うことが
さいきん

最近
ふ � �

増えている。「
ま つ い

松井のようになりた」が
い み

意味しているのは、
じ ぶ ん

自分の

のうりょく

能 力の
は ん い

範囲で、
しっぱい

失敗の
�

リスクを
せ お � �� � �

背負いながらも、
だいせいこう

大成功する
�

チャンスをつかみたいということだ。

に ほ ん

日本でも
べいこく

米国でも、
だ い た す う

大多数の
ひと

人たちは
ま つ い

松井のようになりたいと
の ぞ � � �

望んでいないのは
しんじつ

真実だ。
おお� �

多くの
ひと

人は、

あんてい

安定した
し ご と

仕事と
えんまん

円満な
か て い

家庭
かんきょう

環 境があって、
へいぼん

平凡な
せいかつ

生活ができれば、それで
じゅうぶん

十 分に
まんぞく

満足する。
せ ん ご

戦後
に ほ ん

日本

に
つく� � � � �

作られた
けいざい

経済
�

システムと
しゃかい

社会
こうぞう

構造がそのような
�

ジャパニーズ・
�

ドリームを
み ご と

見事に
じつげん

実現した。しかし、

に ほ ん

日本の
そ し き

組織
こうぞう

構造は、それ
いじょう

以上の
や ぼ う

野望を
も �

持つ「
ま つ い

松井のように」
ちょうせん

挑 戦
� � � � � � ひと

したい人たちを、
よ う い

容易に
う � � い � � �

受け入れる
たいせい

体制

ではない。これは
�

バランスの
もんだい

問題で、
せ ん ご

戦後に
つ く � � � �

作られた
�

システムを
ほ う き

放棄することはないと
おも� �

思う。ただ、
ま つ い

松井



のように「
�

ホームラン
だ し ゃ

打者」になる
か の う せ い

可能性を
ひ � �

秘めた
ひと

人たちはビジネスマンにも、
せ い じ か

政治家や
やくにん

役人、その
た

他

の
ぶ ん や

分野にも
お お �

多くいるはずだ。

に ほ ん

日本の
しゃかい

社会
こうぞう

構造がこうした
�

ホームラン
だ し ゃ

打者のための「
よ ち

余地」をもっと
あ � �

空けるように
か � � � �

変わっていけば、
に ほ ん

日本

の
しょうらい

将 来はそれだけ、もっと
あか

明るくなるだろう。

ちゅうにち

中 日
しんぶん

新聞
１１

11
がつ

月
ふつか

2日（
にち

日）
ちょうかん

朝 刊より


